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第１・２学年 生活科 学習活動案 

日 時   令和７年１２月５日（金） 

      第６校時  １３：３０～１４：１０ 

対 象   第２学年１組 ３１ 名   第２学年２組 ３１ 名 

第１学年１組 ２７ 名   第１学年２組 ３１ 名 

授業者   教 諭  細川 歩美   教 諭  横田 雅直 

教 諭  花上 潤子   教 諭  阿部 優里 

会 場   武蔵村山市立第十小学校 

      ２階 ２年１・２組教室  ４年１・２組教室 

      

 

 

 

 

 

１ 単元名 「しぜんとなかよし みんななかよし」 

小単元 「まちのキラリはっけん」 

 

２ 単元について 

(1) 小単元の捉え方 

本単元は、小学校学習指導要領（平成２９年７月告示）第２章第５節生活第２の２（３）（５）

（６）の内容を受けて設定した。 

本単元では、1年生は学校の周りにある自然と親しむことを目標としている。2年生は、地域にあ

る施設、商店、企業などで働いている人々と関わることで、自分たちの生活が様々な人や場所と関わ

っていることに気付くこと、自分が住んでいる町の良さについて考えたり、町に親しみや愛着をもっ

て生活したりすることを目標に設定した。 

まちづくり学習のめあてとして、低学年では、「地域を知る」ことを目指している。1 年生では、地

域の公園などに行き、虫や草花などを観察する。季節の変化や地域の動植物の観察・採集を通して地域

の自然の面白さに気付かせたい。また、２年生では学校の周りの地域に出て、自分の住んでいる町  

を知ることを目標としている。地域で働いている人や、自分のお気に入りの場所などを「町のキラリ」

として、集めていく活動をする。インタビューを通して、地域にいる人の仕事への思いや、その仕事が

自分たちの生活とつながっていることを感じてほしいと願っている。最終的に、同じ地図上に知った

ことや気付いたことをまとめ、「ちいきだいすきマップ」を完成させ、地域外の教員などを対象に紹介

することとした。 

このような協働活動や探究的な学びを通じて、課題解決能力や表現力を育てたい。 
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(2) 研究主題に迫る手立て 

  ① ファシリテーションの捉え 

   子どもたちの主体性及び多様な意見を引き出すこと、議論を整理・調整することを目的として、フ

ァシリテーションの技法を取り入れた。発言を促したり、議論を整理したり、異なる意見を調整した

りすることをサポートする役割を期待している。単なる意見の表明や交換を促すのではなく、異なる

立場や価値観をもつ人々の間で、共通点を見出すことが大切だと考えている。探究的な学びを実現す

る上で、対話や協働的な活動が効果的に働くよう、学習のプロセスに寄り添いながら、児童が自ら問

いを立て、考えをつなげていく場を支えることが、研究主題に迫る重要な手立てとなり得ると考え

た。 

 

  ② ホワイトボードの活用  

   本校では、全員に１枚のホワイトボードを渡して、授業の中で日常的に使用している。ホワイトボ

ードは、すぐに書けてすぐに消せるという良さがある。話し合いの際にホワイトボードを活用するこ

とで、話し合いの内容を可視化し、全員が同じ情報を共有することができる。 

本単元では、お店の人への質問をグループで考える際に、ホワイトボードを活用することを計画

している。お店の人にどのような質問をするかを「発散→収束→活用」の手順で話し合い、まとめて

いきたい。 

 

(3) 地域とのつながり 

低学年として、地域を知ることをめあてとしている。１年生では、地域の自然について知ること、

２年生では、地域にあるお店や人について知ることをめあてとしている。地域巡りをしたり、学校の

近くのお店や公園などに目を向けたりと、徐々に活動範囲が広がっている。 

１年生は、地域の公園で虫探しをしたり、どんぐりなどの植物を生かしておもちゃ作りをしたりす

る。学校の周りには公園がいくつかある。その中で、地域の自然の変化や自然の面白さに気付くこと

で、自然を大切にしたいという気持ちを育てていきたい。 

２年生は、１学期に学校を中心に地域にどのようなものがあるのかを見に行った。子供たちは、昨

年はほとんど外に出る機会がなかったため、周りを見回しながら楽しそうに歩いていた。自分  の生

活範囲で知っていることを話しながら歩いた。児童は、自分の家から学校までの道の様子は詳しいが、

通学路以外の道の様子はあまり知らないようであった。また市内の住人は移動の手段として車を利用

することが多いため、大きな道の周りのお店については詳しい児童が多い。 

学校の周りには、個人の商店などが少ないため、家の近くのお店に行ったことがないという児童が

多い。一方で、運送業などの企業が多いということには気付いている。しかし、自分たちの生活との

つながりがわかりにくいという点が考えられる。 

児童は１学期の地域巡りを通して、学校の周りにどのような会社や物があるのかに興味をもつこと

ができた。 
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(4) 習得と探究のサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科の学習では、児童はまず実際に体を動かすなどの体験をしてみることが学習の出発点となっ

ている。次に活動を通して、どんな気付きがあったか、どんなことが分かったかという内容の習得の段

階となる。そしてまた、もっとやってみる、友達に伝えたり話を聞いたりするというさらなる探究の段

階となっていく。これらの学習を繰り返す中で、主体的に地域と関わろうとする児童の素地が養われ

ると考えている。 

 

３ 児童の実態（ルーブリック・ウェビング分析より） 

（１） 分析の概要 

本分析は、授業や活動を通して見られた児童の学習の実態を、ルーブリック評価とウェビング分析

を基に明らかにしたものである。１年生 59名、２年生 61名を対象に令和７年５月と 11月に調査を行

った。 

（２） 学年ごとの特徴 

〈１年生〉 

５月のウェビングマップは「学校の周りのもの」という認識が「石がある、花がさいている、車があ

る」などの自然物や自分と直接関わりを感じるものを書いている児童が多かった。１年生にとっては、

地域というのは「自分の家」と「学校」、そしてその間の道のりという認識しかなかったことが伺える。

対して 11月には、お店の名前や公園の名前など、施設の名前を複数書くことができるようになってい

た。これは、町たんけんや２年生との学習を通して、自分の住む町について関心を持つことができるよ

うなったということの表れであると読み取れる。ルーブリックについては、11 月の方が設問に対して

【１あてはまらない】【２あまりあてはまらない】を選択している児童が増えている。一見、結果が下

がっているようにみえるが、これは、１年生が５月のときよりも自分自身の理解についての認識がで

きるようになったためと考えられる。一つの成長と読み取ることができる。 

  〈２年生〉 

５月の段階で地域に関心のある児童はウェビングマップで複数の項目を書くことができていたが、

探究 習得 授業 

やってみたい 

気付いたこと 

不思議に思ったこと 

知りたい 

伝えたい 

見たこと 

聞いたこと 

基礎に降りていく学び 

基礎から積み上げる学び 
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地域に関心の低い児童はウェビングマップの項目も少ないという結果になった。さらに、学区外のイ

オンやジョイフル本田のようなお店も同じ町という認識であった。11 月には、全体的に書く項目が増

えた。町たんけんで見つけたお店についても、そのお店がどんなお店なのかということを具体的に書

くことができるようになっていた。自分が行った場所だけではなく、学区内のお店や施設について認

識が深まったことが読み取れる。ルーブリックでは「ア自分の住む地域の自然や人々のくらし」につい

ての項目で、【4 よくあてはまる】か、【3 あてはまる】を選択した児童が増えている。「ウ学びたいこ

とを見つけ、自分の考えをもって学習する」「エ気付いたことをまとめ、思いや考えを友達に伝える」

についても、生活科の授業の中で自分で選択して知りたいことを調べる活動を通して【3 あてはまる】

を選んだ児童が増えている。しかし、授業の中でまだまだ学習が進められていない「調べてまとめる」

ことや、「発表」の項目は自信の持てない児童が多い傾向があった。今後それらの活動を通して経験を

積ませていきたい。 

ルーブリックの分析については、児童自身が理解しきれていない面もあるため、一人一人の日頃の

学習の様子と合わせて読み取り、指導の際には個々の児童の理解度に応じた手立てを準備する必要が

あると考えられる。 

 

４ 単元の目標 

  身近な自然や学校、地域のことを知ることで、自分に自信をもって学んだり、生活を豊かにし 

たりしようとする態度を養う。 

 小単元の目標 

 自分が住んでいる町のよさについて考えることができ、町に親しみや愛着をもって生活しよう 

とする。 

 

５ 小単元の評価規準 

〈１年生〉 

ア 知識及び技能（自然の仕組みや価値への理解・情報を選択して活用する技能） 

① 生き物は生命をもっていることや成長していること、生き物と自分とのかかわりに気付い 

ている。 

② 虫が生息している環境や捕まえ方に気付いている。 

イ 思考力・判断力・表現力等（予測して計画を立て探究する力・多面的、総合的に考え探究する力・発信する力） 

① 秋の自然物を使って工夫して作品を作ったり遊んだりしている。 

② 自分なりに工夫して秋の自然と遊んだ楽しさを表現している。 

ウ 学びに向かう力、人間性等（関心、意欲・協働する態度・より良いものを創り出そうとする態度） 

① 見つけた虫などに親しみをもち、大切に世話をしようとしている。 

② 身近な自然や季節の行事に関心をもち、それらとかかわる活動を行うなどして、楽しく生 

活しようとしている。 

〈２年生〉 

ア 知識及び技能（自然の仕組みや価値への理解・情報を選択して活用する技能） 

① 町探検を通して自分たちが見つけた町のキラリを、1年生に伝え、交流する楽しさに気付い 
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ている。 

② 地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場所との関わり、人々と適切に接するこ 

とや安全に生活することについて考え、行動することができる。 

イ 思考・判断・表現等（予測して計画をたて探究する力・多面的、総合的に考え探究する力・発信する力） 

① 町探検の活動を通して、地域の様々な人や場所が、自分たちの生活とどのように関わって 

いるのかを考え、それを素直に表現することができる。 

② 愛着をもった場所や、親しくなった人などを振り返り、伝える内容に応じた伝え方を選ん 

で、自分なりの方法で表現することができる。 

ウ 主体的に学習に取り組む態度（関心、意欲・協働する態度・より良いものを創りだそうとする態度） 

① 地域で生活したり働いたりしている人々や様々な場所と繰り返し関わろうとする。 

② 地域の人々に親しみや愛着をもって、話したり、一緒に活動したりしようとする。 

 

６ 小単元の指導計画  30時間 

ねらい 

問題解決の流れ 

□時間 

評価基準 

〇 主な学習活動   

(ア) 児童の反応 
教科との関連 

自分が住んで

いる町のよさに

ついて考えるこ

とができ、町に親

しみや愛着をも

って生活しよう

とする。 

□30時間 

1年生 

「むしとなかよくなろ

う」（10時間） 

【知・技】 

野菜の成長の様子や

自分のかかわり方に気

付いている。 

【思・判・表】 

生き物や植物の生育

環境について考え、適

切にお世話をしてい

る。 

【態度】 

動物やそれらの育つ

場所、変化や成長の様

子に関心をもち、生き

物 に親しんだり、大切

にしたりしようとして

いる。 

 

「あきとなかよし」 

（15時間） 

【知・技】 

春や夏のころと自然

の様子が違うことに気

付いている。 

【思・判・表】 

秋の自然を生かし

て、どんな遊びができ

☆ それぞれの季節の様子や、生き

物について知る・調べる 

〇 学校や公園（中原公園・山王森

公園・経塚向公園など）で見かけ

る生き物さがしをする。〈探究〉 

・ カナヘビや、テントウムシが見

つけたいな。 

・ 名前は知っているが、何を調べ

たらよいかわからない。 

〇 特定の生き物について詳しく

調べる。〈習得〉 

・ 図鑑などを使って詳しく調べ

る。 

・ 調べ方がわからない。 

〇 自分たちが調べた生き物につ

いて発表する。〈探究〉 

・ 食べ物について伝える。 

・ 飼育方法について伝える。 

 

 

  

☆ 地域の自然を生かしておもち

ゃ作りをして楽しむ。 

○ 公園で落ち葉や木の実を拾い

に行く。〈探究〉 

○ 身近な場所で見つけた秋につ

いて紹介し、公園に行ってどんな

秋が見つけられそうか話し合

う。〈習得〉 

・ 葉っぱの色がかわってるんじゃ

 

国語 

「みんなに 

しらせたいな」 

 

「しらせたいな 

 みせたいな」 

 

 

道徳 

「しぜんとなか

よく」 

 

 

音楽 

「むしのこえ」 
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るか考えたり試したり

している。 

【態度】 

思いや願いをもって

遊びや遊びに使うもの

を作ろうとしている。 

 

 

ないかな。 

・ 山王森公園でドングリを拾った

ことがあるよ。 

○ 公園で見つけた落ち葉や木の

実、草花を使って工夫して遊ぶ。

〈探究〉 

・ 里山民家で拾ったドングリでマ

ラカスを作りたい！ 

・ 松ぼっくりでけん玉をつくる

よ。 

・ 学校できれいな落ち葉をひろっ

たからお面にしたいな。 

○ 作ったおもちゃで遊び合う。 

〈探究〉 

・ 友達のおもちゃがおもしろかっ

た。 

・ 自分の作ったおもちゃで遊んで

もらえてうれしい。 

 

 ２年生 

「町のキラリを見つけ

に行こう」（10時間） 

「町のキラリをあつめ

よう」（８時間） 

【知・技】 

自分たちの生活は、

町で生活したり働いた

りしている人々や様々

な 場所と関わりをも

っていることが分かっ

ている。 

【思・判・表】 

表現方法を工夫し

て、自分の好きな場所

や人、心に残った出来

事 などを伝えている。 

【態度】 

自分の住んでいる町

に親しみをもち、友達

や町の人と進んで交流

しようとしている。 

★ 学校の外に出てみよう。 

○ 町探検で自分の住んでいる町

のキラリを見つける。〈探究〉 

・ 僕たちの住む町にはどんな場所

があるのかな。 

・ このお店知ってるよ！でも場所

は…… 

・ 私はこの公園が好きだよ！ 

〇 学校周辺にどんな施設や場所

があるか調べる。〈習得〉 

・ 実際に見に行ってみたいな。 

・ このお店は何のお店か分からな

いから調べてみたい！ 

・ この場所はどんな人が行くとこ

ろかな？ 

☆ もっと詳しく聞いてみよう。 

○ 地域の人にお店のことや仕事

のことについてインタビューす

る。〈探究〉 

・ どうしてこのお店を始めたんで

すか？ 

・ 遅くまでやっているのを見たこ

とがあるけど、何時まで開いてい

るんですか？ 

・ お店をやっていて大変だったこ

とはありますか？ 

☆ 町の「キラリ」についてみんな

に伝えよう。 

〇 見つけた町の「キラリ」につい

て情報交換し、まとめる。〈習得〉 

・ 私はこのお店は何のお店か聞い

てきたよ。 

国語 

「メモをとると

き」 

 

「こんなものみ

つけたよ」 

 

「ともだちはど

こかな」 

 

「そうだんにの

ってください」 
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・ 僕はこのお店でどんなお仕事を

しているか聞いてきたよ。 

・ 友達のおうちの人が働いている

なんて初めて知ったよ。 

 

 １・２年生合同 

「町のキラリをひろげ

たい」（５時間） 

【知・技】 

愛着のある場所が増

え、人と上手に接する

ことができるようにな

った自分に気付いてい

る。 

【思・判・表】 

相手に伝わるよう

に、内容や方法を工夫

しながら発表しようと

している。 

 

 

【態度】 

 自分たちの発見した

町のキラリを伝えよう

としている。 

【２年生】 

○ 地域で見つけた「キラリ」につ

いて地図をもとに１年生に伝え

る。〈探究〉 

・ このお店にはこんなものがあっ

たよ。 

・ このお店の人たちはこんなこと

を考えてお仕事をしているって

言ってたよ。 

 

 

 

 

【１年生】 

○ 地域で見つけたものをもとに

作ったおもちゃで遊ぶ。〈探究〉 

・ 僕たちは里山民家で拾った落ち

葉で絵を描いたよ。 

・ 私は山王森公園で拾ったどんぐ

りでマラカスを作ったよ。すてき

でしょ！ 

・ ぼくたちの町には自然の「キラ

リ」もたくさんあるね！ 

【１・２年生】 

○ １年生が見つけた「キラリ」を

聞き、「地域大好きマップ」を完成

させる。〈習得・探究〉 

・ １年生も地域で「キラリ」を見

つけたんだね。 

・ 私たちの「マップ」に１年生の

見つけた「キラリ」も付け足した

らどうかな？ 

・ 一緒に「地域大好きマップ」を

完成させよう。 
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７ 本時の指導 

(1) 本時の目標 

１年生と２年生でお互いにインタビューをし合い、地域について自分たちが見つけたことを確かめな

がら「キラリカード」を作ることができる。 

 

(2) 本時の展開 （27/30時間） 

児童の活動 ◇評価規準 （ ）評価の方法  〇留意点 

（F）ファシリテーションスキル 

☆ 本時のめあてを確認する。 （F） 本時のゴールを明確にする。（インスト

ラクション） 

☆ 教師がインタビューの見本を見せる。 

 

 

 

 

 

 

小グループでの活動 

☆  １年生が地域で見つけた「キラリ」について

２年生がインタビューをする。 

 

☆  インタビューで出てきた「見つけたこと」を、

紙に書く。 

 

 

☆  ２年生が地域で見つけた「キラリ」について、

１年生がインタビューをする。 

 

 

☆  インタビューで出てきた「見つけたこと」を、

紙に書く。 

 

（F） 地域の発表・インタビューの際は、地域

のことを知っている児童と知らない児童と

を組み合わせるようにしてグルーピングを

行う。（フォーメーション） 

（F） インタビューの仕方を理解するために教

師が流れを見せる。（プログラムデザイン） 

 

・ 1年生が想起しやすいよう地図や写真を

見せながら話を聞きだす。 

（F） インタビューしやすいよう、質問のわざ

カードを用意する。（クエスチョン） 

（F）  情報を共有するためホワイトボードにメ

モをとる（２年生）（グラフィック） 

 

◇  地域の「キラリ」に気付き、愛着のある場

所が増えたことに気付いている。【知識及び技

能】 

 

（F） インタビューしやすいよう、質問のわざ

カードを用意する。（クエスチョン） 

（F） 情報を共有するためホワイトボードにメ

モをとる。（１年生）（グラフィック） 

 

ちいきの「キラリカード」を作ろう。 
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☆ 本時の学習を振り返る。 

 

○ 本時の内容を踏まえ、次時の見通しをも

つ。 

（F） 話し合い活動を評価する。（アセスメン

ト） 

 

 

（3）授業観察の視点 

① ホワイトボードを使用することで、考えを可視化し、情報を共有することができているか。 

② グループでの話し合いの際にファシリテーションスキルを活用することで、スムーズに話し合いを

進めることができているか。 
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第３・４学年 総合的な学習の時間 学習活動案 

日 時   令和７年 1２月５日（金） 

第６校時 13：30～14：10 

対 象   第３学年 59名 

第４学年 64名 

会 場     武蔵村山市立第十小学校 

授業者                  （会場） 

教  諭  泉  裕樹（５年１組教室） 

主幹教諭   松下  剛（５年２組教室） 

主任教諭  峯尾 真奈（算数教室） 

主任教諭  圡橋 紀子（３年１組教室） 

教  諭  近藤 恵伍（３年２組教室） 

教  諭  酒井有美子（特活室②） 

 

 

 

 

 

１ 単元名 「守ろう！残堀川」 

  小単元 「残堀川祭りを開こう」 

２ 単元について 

 (1) 単元の捉え方  

  校区を流れる残堀川は、児童にとっては、川遊びの楽しい場という意識がある。第４学年は、昨年、

残堀川について調べ学習をしているが、第３学年は残堀川について知っている事実は少ない。自分たち

の身近な自然「残堀川」について目を向けさせ、自分たちで課題をもち、調べていくことによって自然

の豊かさや川を取り巻く環境を守る大切さ、そこにある人々の思いなどに気付くことができると考え

た。そこで、残堀川を題材に課題を設定し、自ら調べ分かった残堀川のよさや美しさ、自分たちにでき

ることなどを自分たちなりの方法で多くの人に発信することは、自然のよさや特色に気付き、地域に対

する愛着や誇りにつながっていくと考えた。 

本単元では、第３学年では、残堀川の探検や観察、調査等を行い、川に生息する生き物や川の役割な

どへ関心をもたせ、課題を設定する。第４学年では、昨年度の調べたことから環境問題、環境保全につ

いて課題を設定する。課題の探究活動では、残堀川への調査を実施したり、異学年グループ学習での対

話で共有したり、深め合ったりすることで身近な存在である残堀川への興味関心を高め、「残堀川を大

切にしたい。」「残堀川のよさや美しさを多くの人に伝えたい。」という思いの原動力につなげていく。

またそのような思いをもてたことは、残堀川のよさや美しさを自分たちなりの方法で発信する際、児

童が主体的に取り組むことにもつながるのではないかと考えられる。また、今後は身近な地域の自然、

文化、行事などにも興味をもって生活を送ることができるのではないかと考える。これらの活動を通

して川の環境と私たちのくらしが深く関わっていることを知り、自分でできることは何かを考えたり、

社会科で学習した「ごみ問題」とも関連付けて、市の環境問題にも目を向けたりしていけるような活動

が展開できると考え、本単元を設定した。 

研究主題 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、習得と探究のサイクル～ 
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(2) 研究主題に迫る手立て  

  ①  ファシリテーションの捉え方 

「知りたい」「分かりたい」「やってみたい」という探究心や好奇心を持って自ら学びを深めて

いくために、話し合いでの「対話」が大切である。言葉を通して互いの思いを共有したり、他者と

の「対話」で気付く新たな価値観やアイデアを発見したりすることが深い学びにつながると考え

る。そこで、ファシリテーションの技法を活用することで、自分の意見を肯定的に聞いてもらう

体験や互いに承認し合う関係を築き、児童同士が感じたことや思いついたことを気軽に言え、安

心して学び合う場での対話を通して、問いを自分事として捉え、その後の行動変容につながると

考える。 

   

② ホワイトボードの活用 

  書くこと＝「見える化」することによって自他の考えが視覚化され、何を話し合っているのかを

明確にすることができる。また、書いたり、消したり、移動したりすることがしやすく「情報の操

作化」が容易であることから、「思考の可視化」としてホワイトボードを活用する。互いの考えを

比較、分類、関連付けさせたり、思考を整理しながら自分たちが分かっていることを整理したり、

疑問や課題をもったり、新たな気付きへとつなげていくことができると考える。また、ホワイトボ

ードでの「自分の意見を書いてもらう＝自分の考えを承認してもらう」体験を児童が積み重ねる

ことにより対話を活性化させ、深い学びへつながると考える。 

  

 ③ 異学年集団による学習形態の工夫 

協働学習活動では、自分の持っている情報やその情報を基にした自分の考えを説明する必要が

あり、説明する機会があることで、知識及び技能が目的や状況に応じて活用され、生きて働くも

のとして習得されていく。また、様々な考えや意見、情報をたくさん得ることは、それらを手掛か

りに考えることが可能になり、自己の考えを広げ深める学びが成立すると考える。グループとし

て考えが練り上げられると同時に、個人の中にも新たな考えや気付きが生じると考える。本時で

は、４年生が、昨年度の残堀川を調べた知識と経験を３年生へ伝えることにより生きて働く知識

及び技能の習得が図られる。また、３年生は、調べ方を学び知識を習得することができる。探究活

動の中で、自分や友達の意見や考えそれぞれのよさがあることを知ったり、新しい視点をもった

り、互いに学び合おうとする姿勢や調べたことの共有し深め合い、調べて分かったことをもとに、

自分たちにできることを考える学習へと学びを進めるために異学年グループによる学習が必要で

あると考えた。 

 

 (3) 地域とのつながり  

本単元では、地域の自然や人との関わりを通して、残堀川への関心と愛着をもたせたいと考え、地域

の協力を得ながら、環境保全の学習と実践を段階的に進めている。１学期には、武蔵村山市環境課の出

前授業で、川の上流の位置や過去との違い、生き物などについて学んだ。その後、４年生は「残堀川ク

リーン作戦」をポスターで呼びかけ、清掃活動を行った。２学期は、イオンモール武蔵村山で活動の発

表を行い、地域の方や環境課との連携を通じて、つながりを深めながら準備を進める。発表を通して、

地域の環境について考えるきっかけ作りをする。活動を通じて、児童は「自分たちだけではできないこ

とがある」ことに気付き、地域や企業、行政と協力することの大切さを学ぶ。最終的には、児童が企画

する「残堀川祭り」を開催し、保護者や地域の方へ学習の成果や川を守る工夫について発信し、より一

層、残堀川への関心と愛着をもたせていく。  
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(4) 習得と探究のサイクル  

本単元では、自らの学びを「自分事」として捉え、自発的に他者と関わり合いながら自分で学びを深

めていくような学習活動を軸とする。 

右図は、「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説総合的

な学習の時間編 平成 29年７月」より、抜粋した資料である。

総合的な学習の時間における学習では、問題解決的な活動が発

展的に繰り返されていく。①課題の設定→②情報の収集→③整

理・分析→④まとめ・表現→⑤新たな課題設定というように、

習得と探究のサイクルを自身で回していく力を身に付けられる

ように学習活動を設定する。 

学習活動に取り組む中で、「基礎的・基本的な知識及び技能を習得し、課題を解決するために必要な

力を身に付けること【習得の段階】」と、「子供が自分自身の興味・関心や理解の状況に応じて課題を設

定し、習得の段階で身に付けた力を活用して、主体的に課題を追究すること【探究の段階】」を繰り返

し経験することで、深い理解を伴う知識の習得につながり、他の学習や生活の場面で活用できるよう

になると考えている。 

習得と探究を時間的・空間的に明確に区切りすぎることなく、

習得した知識を活用して問い直す場面を設定し、探究活動の途

中でも必要に応じて再び習得を促すというスパイラル的な学習

を実現していきたい。 

  

３ 児童の実態（ルーブリック・ウェビング分析より）  

 ３年生では、１回目と２回目を比較した結果、５月調査では、残堀川の動植物や自然の様子への関

心をもっている児童が６割程度であり、残堀川について知りたい、調べたいという思いが読み取れる

一方で、全体の半数以上の児童は、「他者と協力して、よりよい社会をつくろうと行動する」や「調べ

方や情報の整理の仕方や伝え方」の項目が著しく低かった。また、ウェビングマップにおいては、生

き物、植物、石、ごみ、水と多岐に渡って書き、思考をつなげて広げられる児童と、思考が広がらず

数個で手が止まってしまう児童もいた。このことから、残堀川についての知識は浅いが、児童が残堀

川を知りたいという高い意欲を大事にし、その知りたいという思いをウェビングマップが広がらない

児童への動機づけに活かし、調べた情報を整理し、伝える時にまとめることができる力を身に付けさ

せていった。 

10 月調査では、全項目に関して「よく当てはまる」「当てはまる」が７割を示している。特に、「調

べ方や情報の整理の仕方や伝え方」や「良さを見付け、思いや考えを伝える」は、８割近い児童が肯定

的に捉えている。自分たちで実際に残堀川の調査をし、収集した情報をグループで整理したり、４年生

へ伝達したりという学習を通して、活動の成果を言葉や地図等で共有することができると考えられる。

誰かに伝えることで、さらに新たな疑問が生じ、知りたい、調べたいという意欲へとつながっている。

また、ウェビングマップにおいては、どの児童も多岐に渡って書き、思考を広げることができている。

特に、自分の探究テーマについての項目は広がりを見せている。課題としては、「他者と協力してより

よい社会をつくろうと行動する」の項目の数値的は上がっているが、具体的に考えるところまでは至
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っていない。残堀川で調べたことから、課題は何か、自分たちにできることは何かと自分事として環境

保全や地域づくりに具体的に行動や役割を明確化していき、実践できるようにつなげていく必要があ

る。 

 ４年生では、１回目と２回目を比較した結果、残堀川クリーン作戦への参加、現地でのゴミ拾

い、水質調査等の実体験により、児童の環境問題に対する理解と行動意識が大きく変化した。特

に「残堀川と環境問題とのつながりの理解」（59.3%→67.9%）、「環境保全のための行動意識」

（56.9%→66.1%）、「地域との協働意識」（42.4%→53.6%）において大幅な向上が見られた。これは

実際にゴミの種類・個数を調査し、水質数値を測定することで、抽象的だった環境問題が目に見

える具体的課題として認識され、主体的な行動意欲へと発展したためである。一方、「情報の整理・

分類」（59.3%→42.9%）、「分かりやすく伝える能力」（48.3%→48.2%）は課題として浮き彫りになっ

た。これは現地調査で得た豊富なデータの可視化や、体験で得た実感を他者に効果的に伝える技

能が４年生の発達段階では高度であるためである。全体として実体験を基盤とした「知識習得→

思考形成→行動実践」への段階的発展が確認でき、今後は情報整理支援と表現技能の重点指導に

より課題改善を図っていく。 

 

４ 単元の目標   

身近な地域である残堀川を題材に、体験的な調査や探究的な学習を通して、地域の自然環境や

人々の思いに目を向け、自分なりの課題を見付けて考え、行動しようとする力を育てる。また、学

年を越えて学び合いながら、自然と人との関わりや環境保全の大切さについて理解を深め、地域

への愛着と持続可能な社会を築こうとする意識を高める。 

・３年生は、自然や生き物への親しみをもち、地域の自然に関心を広げることを目指す。 

・４年生は、環境問題や保全の視点から残堀川を捉え、課題解決に向けて他者と協働しながら発

信する力を養う。 

 

５ 単元の評価規準  

ア 知識及び技能（自然の仕組みや価値への理解・情報を選択して活用する技能） 

① 地域の自然や人々の思い、環境を守ろうとする工夫について理解し、地域の人や文化を大切に 

 しようとしている。 

② 身近な環境に関する課題を見付け、調査の方法を考えて計画を立てることができる。 

③ 図書資料や ICT、地域の人からの聞き取りなどを通して必要な情報を集め、自然を守るために自 

分でできる行動を実践している。 

イ 思考力・判断力・表現力等（予測して計画を立て探究する力・多面的、総合的に考え探究する力・発信する力） 

① 集めた情報を比較し、観点ごとに分類したり、表やグラフ、思考ツールを用いて整理したりし

て、特徴を見いだしている。 

② 他教科で培った表現力を生かし、相手に応じて分かりやすくまとめたり、伝えたりしている。 

ウ 主体的に学習に取り組む態度（関心、意欲・協働する態度・より良いものを創りだそうとする態度） 

① 地域や自然環境に関心をもち、意欲的に活動に取り組んでいる。 

② 友達や地域の人、関係機関と協力しながらよりよい活動になるように工夫や改善を重ねている。 



14 

 

６ 単元の指導計画  60時間   

ねらい 

問題解決の流れ 

□時間 

評価基準 

〇主な学習活動  ・児童の反応 教科との関連 

（３年）残

堀川での調

査を通して

自然に親し

み、環境を

大切にしよ

うとする心

を育てる。 

 

（４年）残

堀川での調

査を通して

自然の価値

に気付き、

自分の探究

テーマを見

付ける。 

【つかむ】 

８時間 

 

【知・技】 

身近な環境に関す

る課題を設定すると

ともに、解決に必要

な調査方法を明確に

しながら、フィール

ドワークの計画を立

てることができる。 

 

 

【学びに向かう力】 

課題解決の中で、

自分の考えと異なる

意見や考えがあるこ

とを知ろうとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技】 

地域の自然環境を

守るために、自分に

できることを行う。 

 

 

 

 

 

【追究する①】 

 14 時間 

 

 

 

 

【知・技】 

人に聞いたり、図

書室や ICT を活用し

て調べたりして、必

要な情報を集めるこ

とができる。 

 

 

【思・判・表】 

集めた情報を比較

し、観点ごとに分類

し、表などを用いて

 

○ オリエンテーション 

○ 総合の学習について知る 

○ 「残堀川」からイメージを膨らませる。 

  （ウェビングマップ・ルーブリックの実施） 

○ 残堀川について知っていることや調べてみた

いことを話し合う。 

・ 大人と川に入ることができる。 

・ 残堀川には、ザリガニや小魚がいる。 

・ 水深が１ｍ～２ｍくらいある。 

・ 遊歩道や川を掃除している人を見たことが

ある。 

 

○ 講話を聞く 

 武蔵村山市環境部ごみ対策課、都市整備部道路下

水道課の方から残堀川や地域の話をきく。 

・ 残堀川についてもっと調べたい。 

・ まちをきれいにすることが川もきれいにす

ることにつながっていると分かった。 

・ クリーン作戦に参加したい。 

 

○ （４年）クリーン作戦実行部隊を立ち上げる 

 グループに分かれて、クリーン作戦を周知。 

・ 手紙を作って、お家の人たちに配りたい。 

・ 他の学年の人たちにも知らせたい。 

・ ポスターを作って、保育園やイオンモールに

貼りたい。 

 

○ 残堀川を知る 

①計画 

○ 残堀川にどのような自然や人との関わりがあ

るかを写真や地図で見ながら関心を高める 

○ 実際の見学・調査に向けて、調べたいこと・見

てみたいことを出し合う 

○ 調査の視点（３年：生き物・自然、４年：環境

の変化・人との関わり）や役割分担を確認する 

・ カメがいるって聞いたから探してみたい 

・ ごみがどのくらいあるのか見てみたい 

・ むかしの川とどう違うのか気になる 

など、自然や環境に対する関心をもって意欲をも

つ。 

②実施準備 

○ フィールドワークに必要な道具（記録カード、

観察シート、図鑑など）を確認する 

○ 安全やマナーについての約束を共有する 

○ 調査項目や記録方法（観察・スケッチ・聞き取

３年生 

国語「図書館た

んていだん」「国

語 辞 典 を 使 お

う」「もっと知り

たい友だちのこ

と」「引用すると

き」「ポスターを

読もう」「書くこ

と を 考 え る に

は」「ローマ字」 

理科「春の生き

物」「チョウの観

察」「植物の育ち

方」「花が咲いた

よ」「実ができた

よ」「こん虫のか

んさつ」 

社会「学校のま

わり」「市の様

子」 

 
４年 

国語「聞き取り

メモのくふう」 

「アップとルー

ズで伝える」 

社会「水はどこ

から」 

「ゴミの処理と

再利用」 

理科「あたたか

くなると」 

「暑くなると」 

道徳「気持ちよ

く働く（琵琶湖

のゴミひろい）」 
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整理することができ

る。 

他教科で培った表

現力等を生かし、相

手に伝わるようにま

とめることができ

る。 

 

 

【学びに向かう力】 

身近な人と協力し

て、課題解決のため

に探究活動を行おう

とする。 

地域との関わりの

中で、自分にできる

ことを見付けようと

する。 

 

 

りなど）を具体的に決めておく 

・ どうやって生き物を見つけたらいいかな？ 

・ 雨が降ったら川のようすはどう変わるんだ

ろうなど、調査への期待をもつ 

③実施（残堀川での調査活動） 

○ 現地で自然や生き物、環境のようすを観察・記

録する 

○ ３年生は自然に親しむ視点から、４年生は変化

や人との関わりにも着目して調べる 

○ 活動後、学校で気付いたこと・感じたことをふ

り返る 

・ 想像より水がきれいだった！ 

・ たくさんのごみがあってびっくりした 

・ 植物の名前が分からなかったから、図鑑で調

べたいなど、自然と触れ合う中で興味や問い

をもつ 

（３年）調

べたことを

まとめ、他

学年と交流

する中で自

分の考えを

広げる。 

 

（４年）調

べたことを

まとめ、他

学年との交

流を通して

自然と生活

の関わりに

ついて考え

る。 

 

【追究する②】 

 ６時間 

 

【知・技】 

人に聞いたり、図

書室や ICT を活用し

て調べたりして、必

要な情報を集めるこ

とができる。 

 

【まとめる】 

８時間 

【思・判・表】 

集めた情報を表や

グラフ、思考ツール

等を用いて分類・整

理し、特徴を見付け

ることができる。 

 

【発信・行動する】 

４時間  

【思・判・表】 

他教科で培った表

現力等を生かし、相

手に応じて分かりや

すく表現することが

できる。 

【知・技】 

環境を守ろうとす

る人々の思いや工夫

を理解することがで

きる。 

○ 活動したことや調べたことを共有する 

 活動チームに分かれて、残堀川について情報共有

を行うことで、知見を深める。 

・ 調べたことをきちんと伝えられてよかった。 

・ ４年生が調べていることは、いろいろなつな

がりがあってすごいと思った。 

・ ３年生は今年から残堀川について学習を始

めたのに、すごく調べられていた。 

◯ 異学年交流をすることで、学んだことや分から

ないことに気付き、より探究して調べる。 

 

◯ 調べたことを発表する機会を設け、準備をして

学年ごとに発表を実践する。 

 

◯ 発表を介して、「残堀川の環境をよりよくする

ためにどうするか」について分かったことをも

とに話し合う。 

ただの周知だけではない方法を考え、残堀川に

ついてより知ってもらい、周知する活動を企画

する。 

・ 残堀川クイズ大会はどうか。 

・ 家の人にも知らせる会をしたい。 

・ 地域の人にも分かったことを伝えたい。 

３年生 

国語「引用する

とき」「書くこと

を考えるには」 

（３・４年）

残堀川の学

習を通して

地域や自然

への愛着を

【つかむ】 

２時間 

【追究する】 

８時間 

 

○ 残堀川祭り（仮案）を開催 

①計画 

これまでの学習をふり返りながら、地域の人や保

護者に伝えたいことを整理し、「残堀川祭り（仮

案）」の内容（発表内容・体験活動・展示など）や

３年生 

国語「引用する

とき」「書くこと

を考えるには」

「修飾語を使っ
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深め、自然

を守る大切

さを地域や

保護者に発

信する。 

【まとめる】 

６時間 

 

【発信する・行動す

る】 

４時間 

 

 

【知・技】 

地域の自然環境を

守るために、自分に

できることを行う。 

地域のよさや地域

に住む人々の思いを

理解することができ

る。 

地域に昔からある

ものを大切に扱った

り、地域の人に挨拶

をしたりするなど適

切に接する。 

 

 

 

【学びに向かう力】 

身近な人と協力し

て、課題解決のため

に探究活動を行おう

とする。 

地域との関わりの

中で、自分にできる

ことを見付けようと

する。 

役割分担を考える。 

・ ポスターで川の生き物クイズを作りたい 

・ クリーン作戦のビフォーアフターを見せた

い 

・ ４年生が３年生に教えるコーナーを作りた

いなど、これまでの活動をもとに意欲的にア

イデアを出す。 

②実施準備 

役割ごとに分かれて準備（展示資料づくり、説

明練習、体験ブースの道具準備など）。必要に応

じて環境課や保護者と連絡調整を行う。 

・ 伝えたいことがたくさんあるけど、どうすれ

ばうまく伝えられるだろう？ 

・ 自分の思いや調べたことを、地域の人に分か

りやすく発信する方法を考える。 

・ 自然の大切さって、どうやったら実感しても

らえるのだろう？ 

・ 見て・聞いて・体験してもらう活動をどう設

計すればよいかを考える 

・ 自分たちの発表だけで終わりにしないため

に、何ができるかな？ 

学習を一方通行で終わらせず、地域の人と一緒

に考えられる工夫について考える。 

など、自分たちで工夫しながら準備を進める。 

③実施 

残堀川祭り（仮案）を開催し、地域の人や保護

者に向けて発表・展示・交流活動を行う。会終了

後には、ふり返りを行い、学んだことや気付いた

ことをまとめる。 

・ 自分の説明をしっかり聞いてもらえてうれ

しかった。 

・ 地域の人も残堀川のことを考えていると知

ってびっくりした。 

・ もっときれいにする活動を続けたい。 

・ 学びを実感し、次の行動変容につなげる。 

て書こう」「わた

しの町のよいと

ころ」「お気に入

りの場所、教え

ます」 

 

社会「市の様子

と人々のくらし

の う つ り か わ

り」 

 

 

４年 

国語「新聞をつ

くろう」 

「お礼の気持ち

を伝えよう」 

「 感 動 を 言 葉

に」 

社会「受けつが

れる祭り」 

理科「雨水のゆ

くえと地面のよ

うす」 

「自然のなかの

水のすがた」 

「すずしくなる

と」 

「寒くなると」 

「生き物の１年

をふり返って」 

道徳「地域を大

切に（祭りだい

こ）」 

「周りの人にあ

りがとう（朝が

くると）」 
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７ 本時の指導    

(1) 本時の目標 

これまでの調査結果を活かし、SDGsの視点も踏まえながら「残堀川祭り」での内容を考える。 

 

(2) 本時の展開 （41/60時間） 

児童の活動 ◇評価規準 （ ）評価の方法  〇留意点 

(F)ファシリテーションスキル 

１ これまでの残堀川調査・発表活動を振り返る。 

 

 

 

２ 他の取組を知る。 

・ 他の地域の取組事例を知り、自分の考えをもつ。 

 

３ 対話活動を行う。 

・ 他の地域の取組事例を参考にし、考えたことを

ホワイトボードに書き込む。 

・ 異学年でアイデアを伝え合う。 

・ ＳＤＧｓの視点に沿ってできそうなことを班で

印を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の活動を通しての感想を記入する。 

 

 

〇 これまでの学習成果を価値付けながら新

たな課題意識をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 祭りの趣旨(伝える・啓発・愛着・地域の

人)や、規模感やブース・グループごとに分

かれて行うことを伝え、実際の様子をイメー

ジしやすくする。 

(F) 個人の思考時間を十分確保し、全員が発

言準備できるようにする。(フォーメーシ

ョン) 

〇 発言しやすい雰囲気づくりの視点を示す。 

〇 ウェブツールを使い、他グループの情報の

共有・交流を行う。 

(F) ＳＤＧｓの視点を示すことで、探究的活

動への転換を図る。(クエスチョン) 

 

 

◇ 積極的に他者との交流を図り、多様な意見

から学ぼうとしていたか。(発言・ワークシ

ート) 

 

(3) 授業観察の視点 

① ホワイトボードを使用することで、考えを可視化し、情報を共有することができていたか。 

② ウェブツールを活用して他者の意見を取り入れ積極的に他者との交流を図り、多様な意見から学

ぼうとしているか。 

残堀川祭りでやりたいことを考えよう。 
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第５・６学年 総合的な学習の時間 学習活動案 

日 時  令和７年  １２月５日（金） 

第６校時   １３:３０～１４:１０ 

対  象  第５学年  １/２  組   ３２/３３     名 

第６学年  １/２/３組    ２７/２５/２７名 

授業者   主幹教諭  秋吉 健司   主任教諭  北田 友美 

主任教諭  若井 光男   主任教諭  髙木 駿平 

主任教諭  髙田 博法   教  諭  宮澤   碧 

教  諭  近藤 千絵   教  諭  和田 実子 

会 場  武蔵村山市立第十小学校 

２階 １年１・２組教室 ６年１・２・３組教室理科室 

 

 

 

 

 

１ 単元名 「むらやま末来づくりプロジェクト」 

２ 単元について 

(1) 単元の捉え方 

  これまで第５・６学年の児童は、生活科や総合的な学習の時間の中で様々な体験をし、地域と関わっ

てきた。第３学年では、地域の自然や施設の人々と関わる活動を通して、地域と自分たちとのつながり

について考えた。第４学年では、下水処理の学習から身近な生活ゴミの問題を捉え、人間が排出するゴ

ミを減らすための解決策について考えた。第５学年では、地域の里山をテーマにし、生物多様性や人間

と自然の関わりについて考えてきた。さらに、森林の働きや SDGsに関する学習から、現在地球の抱え

ている温暖化の問題に触れた。学習を通して、多くの児童は、地域や自然に対しての愛着をもち、守っ

ていくことの大切さを実感している。このような思いを土台に、今年度は第５・６学年での協働学習を

軸として、視点を世界の課題に広げ、社会との関りを築きながら率先して行動する力を伸ばしていきた

いと考え、本単元を設定した。 

  これからの未来を生きる子供たちは、多種多様な社会問題と向き合っていくこととなる。仲間と協

働して課題を解決しながら、よりよい社会を創っていく力を児童に身に付けさせることは、教育に求め

られた大きな使命である。地域から世界へ子供たちの視野は広がっていくが、地域で社会の課題に取り

組む人々と共に活動することで自分たちの身近な問題として考えさせていきたい。 

 

(2) 研究主題に迫る手立て 

① カリキュラム・マネジメント 

単元全体を通して学習活動の支えとなっているのは、国語科の言語の力である。相手の意図を捉え、自

分の意見と比べながら聞いたり、根拠となる事例や体験を基に自分の考えを発表したり、互いの立場や

意図をはっきりさせながら討論したりするなどの「話す・聞く」力や、構成を工夫して、学習したことを

パンフレットなどにまとめたり、自分の意見を明確に伝える文章を書いたりする「書く」力は、主に国語

科の学習で培われるものであるが、総合的な学習の時間の中で実践的に活用することで、思考力・判断

力・表現力をより高めることができると考え、横断した学習を計画している。また、理科や社会科の学習

を通して身に付けた知識は、総合的な学習の時間の知識・技能を深く支えている。双方の学習内容の時期

を合わせることで、効率的に深い学びを行うことができると考える。 

研究主題 

武蔵村山市まちづくり学習の充実 

～ファシリテーションを活用した、習得と探究のサイクル～ 
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こうした教科等横断的な視点をもちながら、本単元の学習を進めていくことで、ＥＳＤ（持続可能な開

発のための教育）の実践力をより高めていきたい。 

 

② ファシリテーション・マインド 

児童の学びをより一層深めるためには、児童がもつ考えや思いを引き出したり、思考を促したりするよ

うな指導者の声掛けや問いが必要不可欠である。「なぜ、そのように考えましたか？」「なぜ、そのように

感じたのですか？」というように、児童の発言や行動の裏に隠された思いを引き出す言葉掛けや指導に

よって、児童の実践意欲や行動力を伸ばしていきたい。その後、出てきた意見や考えを整理しながら問題

解決や合意形成に向かっていくところまでの流れも、指導者だけでなく児童自身もホワイトボード・ミ

ーティングの技法などを活用しながら行えるようになると、異学年で交流する学びの効果も深まると考

えた。 

 

(3) 地域とのつながり  

 「里山学習」において、地域資源・人材を活用することは学びの充実を図ることであり、地域とのつな

がりが学習の基盤であると捉えることができる。本単元では、学びの場を「六道山公園・里山民家」とし、

児童にとって身近な地域資源や人材を通して、武蔵村山市の歴史や文化に触れたり、様々な動植物の様

子などを調査したりする。そのような中で、武蔵村山市のよさや課題を見付けられるようにした。 

 また、地域の水田指導員やレンジャーの方々からのお話などを受けながら、未来の里山や武蔵村山市、

地球環境について思考を巡らせていく活動も設定した。 

 

(4) 習得と探究のサイクル  

                         左図は、「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 

                        総合的な学習の時間編 平成 29年 7月」より、抜粋した資

料である。小学校の段階では、日常生活や社会に目を向けて、

自ら課題を設定し、その課題の解決に向けて、習得と探究を

行き来しながら、学んでいく力を身に付けることが求めら

れている。 

                        そのため、習得と探究のサイクルを自身で回しながら、学

びに向かうことのできる人材を育成していくことが重要で

ある。 

 右図は、習得と探究のサイクルとして、総合的な学習の 

時間を軸としながら、各教科においてもねらっている 

学びの仕組みである。ファシリテーションの側面か 

ら児童の思考を刺激しつつ、この学びのサイクルを 

回していくことで、よりよいまち・持続可能な地球 

環境のために、自身にできることから課題に向かって 

いこうとする児童を育成できると考えた。 
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３ 児童の実態（ルーブリック・ウェビング分析より） 

 下の写真や図は、今年の５月と 11月に実施したウェビングマップとルーブリックの変容を示した

ものである。（５年１組対象 32名） ウェビングマップは、中央のテーマを「里山」とし、テーマか

ら連想される言葉集めを行った。個人で行った後、学級全体でテーマについての捉えを確かめ、課

題の設定や学習の目標を立てることへとつなげている。ルーブリックは、ウェビングマップと同じ

タイミングで行っている。   ＊ 個人の資料は、同一人物である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月段階での学級・個人のウェビングマップを見ると、多くの児童が、「里山」には虫を中心とし

た生き物が住んでいると考えており、「森」「川」そして社会の学習で訪れたことのある「里山民家」

などをイメージしていることが分かる。合わせて個人のルーブリックを見ると、武蔵村山市の自然

や文化に関心が薄く、身の回りの環境や実態についてあまり知らないことが明らかとなった。また、

問題解決型の学習に慣れておらず、多様な見方・考え方を働かせながら学びに向かったり、他者と

協働的に活動に取り組んだりすることに困難さを感じている児童がいることも見取ることができる。 

 11 月段階での学級・個人のウェビングマップを見ると、里山学習での協働的な学びや、環境問題

に対して、課題意識をもって活動に取り組んできた成果が少しずつ表れてきている。まず、ウェビ

ングマップで書かれている単語がより具体的になり、視点も「虫」だけでなく「土壌生物」―「ミミ

ズ」―「落ち葉」のように広がりを見せている。このことから、児童が里山に生息する生き物から思

考を広げて「水」や「葉」、「人」などとのつながりに気付きつつあることが分かる。個人のルーブリ

ックにおいても、知識・技能面において児童自身も成長を感じている結果となっている。 

 高学年全体として、基礎的・基本的な能力や他者との協力の仕方等、課題は多いが、「里山」とい

５月実施 

１１月実

施 
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うものや武蔵村山市、自分たちを取り囲む環境問題への児童の関心は高まっている。 

 

４ 単元の目標 

 里山学習を通して、持続可能なまちづくりや生活について考えを深め、現代の地球環境の課題を見つ

めながら、課題の解決に向けて自分たちにできることから取り組み、今ある環境をよりよくしていこう

とする実践意欲と態度を育む。 

 

５ 単元の評価規準 

ア 知識・技能（自然の仕組みや価値への理解・情報を選択して活用する技能） 

① 里山には多種多様な生き物が共存して生息し、生態系を形成していることや、人間も里山と共存

していることを理解することができる。 

② 身に付けたことを生かして必要な情報を取捨選択して活用したり、効果的な資料やインターネッ

トからの情報を活用したりすることができる。 

イ 思考力・判断力・表現力等（予測して計画を立て探究する力・多面的、総合的に考え探究する力・発信する力） 

① 他教科で培った表現力等を活用し、目的に応じて手段を選択しながら情報収集を行うことができ

る。 

② 実生活や環境問題等を踏まえたまとめを行い、相手に応じて分かりやすく表現することができる。 

ウ 主体的に学習に取り組む態度（関心、意欲・協働する態度・より良いものを創りだそうとする態度） 

① 自分と身近な実生活・実社会の問題解決に、他者と協働しながら進んで取り組むことができる。 

② 地域との関わりの中で、地域にとって必要なことと自分にできることを検討し、行動することが

できる。 

 

６ 単元の指導計画  60時間 

ねらい 

問題解決の流れ 

□時間 

評価規準 

〇主な学習活動  ・児童の反応 教科との関連 

 

 

 

 

 

 

〇 里山での

調査活動や水

田学習等を含

む体験活動を

通して、里山

の動植物や水

の様子、それ

らと関わる

人々の営みに

ついて、自分

の追究したい

テーマを探り

決定する。 

 

 

〇 環境を守

るための活動

 

 

 

 

 

 

【つかむ】 

□10 時間 

【知・技】 

里山には多種多様

な生き物が共存し

て生息し、生態系

を形成しているこ

とや、人間も里山

と共存しているこ

とを理解すること

ができる。 

 

 

 

 

【１学期】 

 

 

 

○ オリエンテーション 

  地球温暖化を含む世界が抱える様々な問題を捉

え、身近な地域からよりよい環境づくりのためにで

きることを話し合う。 

 ・ 海面上昇が進むと、住む場所が減ってしまう。 

 ・ 大好きなお寿司やお肉が食べられなくなるのは

困る。 

 ・ 電気を大切に使わないといけない。 

 ・ 節水を心掛けたい。 

 ・ いろいろな生き物が今後も生きていけるような

環境にしたい。 

 

○ 武蔵村山市を見つめ、知っていることや調べてみ

 

 

 

 

【５年】 

国語 

「きいてきいて

きいてみよう」 

「固有種が教え

てくれること」 

「自然環境を守

るために」 

社会 

「わたしたちの

国土」 

「生活と食料生

産（米作り）」 

理科 

「天気の変化」

「台風と防災」 

武蔵村山里山調査隊（全４０時間） 
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の意味や方法

を理解する。 

 

〇 全校遠足

や水田学習な

どの体験から、

里山の自然や

環境問題に関

心をもち、森と

人間や地球環

境との繋がり

について捉え

る。 

 

〇 世界が抱

える課題に目

を向け、 SDGs

との繋がりを

捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 自分のテ

ーマについて

調べる計画を

立て、仲間や地

域の専門家の

方々と協力し

て、米作り体験

や里山の調査

活動を行う。 

 

〇 インター

ネット資料や

図書資料など

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【追究する】 

□23 時間 

【知・技】 

身に付けたことを

生かして必要な情

報を取捨選択して

活用したり、効果

的な資料やインタ

ーネットからの情

報を活用したりす

ることができる。 

【思・判・表】 

他教科で培った表

現力等を活用し、

たいことを話し合う。 

 ・ 里山民家で昔遊びができる。 

 ・ 残堀川には、ザリガニや小魚がいる。 

 ・ 畑がたくさんある。 

 ・ 遊歩道や公園を掃除している人を見たことがあ

る。 

 ・ 米作りをしたから、水田が気になる。 

 ・ 珍しい鳥が生息しているのか知りたい。 

 

○ 「里山」からイメージを膨らませる。 

  （ウェビングマップ・ルーブリックの実施） 

 

〇 フィールドワーク（野山北・六道山公園） 

自分たちの地域にある里山の自然に触れ、豊かさを

知る。 

・ たくさんの生き物が棲んでいる。 

・ 季節毎に様子が違う。 

・ 公園として管理されている。 

 

○ 「里山」とはどのような場を指すのか、文献やイ

ンターネットを活用し調べ学習を行う。 

・ 人間と様々な動植物が共存、共生している所。 

 ・ 人間の手によって管理され維持されてきた環 

境が、多様な動植物の生きる場となっている。 

 ・ 資源や食料、水源などの面で役割を担っている。

（人間にとっても） 

  → 自分たちの里山はどうか、調べるための計画

につなげる。 

 

○ 「ワールドカード」ゲームを行う。 

  自分たちの世界（地球）をつくる模擬体験活動を

通して、サステナブルの視点や環境に関する学習の

大切さを理解する。 

 → 自分たちの里山の未来を考えること、武蔵村山

市のまちづくりについて考えることの大切さに

気付く。 

 

【２学期】 

 

○ ２学期の学習の見通しをもつ。 

   

〇 里山調べのテーマを決める。（個人→グルーピン

グ） 

・ 生き物（昆虫、小動物、鳥、植物、土壌生物、水

の中の生き物、外来生物など） 

・ 農業  ・ 養蚕   ・ 昔の暮らし 

・ 水   ・ 馬との暮らし 

・ 民家の家屋      ・ 囲炉裏とかまど 

・ 公園の管理        ・ 炭 竹炭 

「メダカのたん

じょう」 

道徳 

「自然愛護」

（一ふみ十年） 

「国や郷土を愛

する態度」（よ

うこそ菅島へ） 

体育 

「心の発達」 

行事 

「防災キャン

プ」 

【６年】 

国語 

「聞いて考えを

深めよう」「情

報と情報をつな

げて」「私と

本」 

理科 

「植物の体のつ

くりとはたら

き」「生物と地

球環境」 

道徳 

「自然愛護」

（クジラとプラ

スチック） 

「国や郷土を愛

する態度」（曲

げわっぱからつ

たわるもの） 

行事 

「日光移動教

室」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年】 

国語 

「新聞を読も

う」 

「みんなが使い

やすいデザイ

ン」 

「よりよい学校

生活のために」 

社会 

「わたしたちの

生活と森林」 

家庭 
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を、活用して、

調べ学習を行

う。 

 

〇 人間がど

のように森や

自然と関わっ

てきたか、現代

の地球環境が

どのような課

題を抱えてい

るのか調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 調べて分

かったことや

考えたことを

ワークシート

などに分かり

やすくまとめ

る。 

 

〇 調べて分

かったことや

考えたことを、

発表を意識し

て作品にまと

める。 

 

〇 武蔵村山

市がどのよう

なまちになっ

てほしいか、こ

れまでに学ん

できたことを

もとに話し合

い、スライドや

マップにまと

める。 

 

 

 

 

 

目的に応じて手段

を選択しながら情

報収集を行うこと

ができる。 

【態度】 

自分と身近な実生

活・実社会の問題

解決に、他者と協

働しながら進んで

取り組むことがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめる】 

□12 時間 

【思・判・表】 

実生活や環境問題

等を踏まえたまと

めを行い、相手に

応じて分かりやす

く表現することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自然保護のボランティア 

・ 文化伝承のボランティア 

・ エネルギーの循環   ・ 水田   など 

 

〇 フィールドワーク（野山北・六道山公園）の計画

を立てる。 

 

〇 第２回フィールドワーク（野山北・六道山公園） 

フィールドで出会える人（水田委員会の委員さん、

里山のレンジャーさん、地域の方など）から話を聞

いたり、フィールドの様子を観察したりする。 

 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、ワークシ

ートなどに分かりやすく整理しながらまとめる。 

  → 第３回フィールドワークに向けて、より深く

調べたいことをもとに、調査計画を立てる。 

 

〇 第３回フィールドワーク（野山北・六道山公園） 

フィールドで出会える人（水田委員会の委員さん、

里山のレンジャーさん、地域の方など）から話を聞

いたり、フィールドの様子を観察したりする。 
 

〇 調べて分かったことや調査結果などを、ワークシ

ートなどに分かりやすく整理しながらまとめる。 

  → 自分たちの里山の環境や実態について分 

かったことをもとに、理想とする里山につい    

て考える。 

 

○ 理想の里山にしていくために、必要な手立てや 

自分たちにできることを考え、整理しながらまとめ

る。 

 → 具体的な里山の姿、自分たちにできること 

  を明確にしていく。 

 

○ ウェビングマップ・ルーブリックの実施 

 

○ ２学期の活動を通して分かったことや考えた 

ことを整理しながら、里山の仕組みや様々な動植物

と人間とのつながりを理解する。 

 

〇 調べて分かったことや調査結果などを発信する

ことの目的を確認し、発信する方法や相手を検討す

る。 

 

〇 地域の方に、学習を通して知った地域資材や廃材

を活用して、製作した物を販売する。 

 
 
 

【３学期】 

「ミシンで楽し

くソーイング」 

道徳 

「生命の尊さ」 

（３８億年の

命） 

音楽 

「連合音楽会」 

「日本の音楽に

親しもう」 

行事 

「社会科見学」 

「むさ村フリー

マーケット」 

「エコプロ」 

【６年】 

国語 

「インターネッ

トでニュースを

読もう」「デジ

タル機器と私た

ち」「文章を推

敲しよう」「お

すすめのパンフ

レットを作ろ

う」「みんなで

楽しく過ごすた

めに」 

理科 

「土地のつくり

と変化」 

家庭科 

「ミシンで楽し

くソーイング」 

道徳 

「よりよく生き

る喜び」（まど

さんからの手

紙） 

行事 

「社会科見学」 

「むさ村フリー

マーケット」 

「エコプロ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な私たちの生活（全２０時間） 
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〇 作品にま

とめたことを

仲間や地域の

方々に発表す

る。 

 

〇 森林の価

値や役割を考

え、未来の里山

のためにでき

ることを提案

し、実践する。 

 

〇 一年間追

究してきたこ

とを通して、Ｓ

ＤＧs の観点

から自分にで

きることを考

え、作品や提案

書にまとめて

発表するとと

もに実践する。 

 

〇 持続可能

な社会につい

て、考えたこと

を伝える。 

 

 

【発信する・行動

する】 

□15 時間 

【態度】 

地域との関わりの

中で、地域にとっ

て必要なことと自

分にできることを

検討し、行動する

ことができる。 

○ ３学期の学習の見通しをもつ。 

 

○ 計画をもとに、よりよい武蔵村山市・里山づくり

に向けた提案発表の準備を進める。 
 

〇 森林の価値や役割を考え、未来の里山・武蔵村山

市のために、自分たちや地域に住む人々ができること

等を作品（スライド・模造紙・ポスター）にまとめる。 

 

○ 提案内容の精査 

お互いに発表を聞き合い、伝えたいことが正確に伝わ

るか、情報に間違いがないか等確認する。 
 

〇 作品（スライド・模造紙等）にまとめたことを、

発表する。 

  → 武蔵村山市への提案 

    地域・保護者に向けた提案 

    下級生に向けた発表 

 

〇 提案したことをもとに、自分たちにできる取り組

みから実践する。 

 

○ ウェビングマップ・ルーブリックの実施 

 

○ 学習のまとめ 

  発表会等を通じて感じたことを仲間と伝え合い、

自分の考えを深める。 

 

 

 

 

【５年】 

国語 

「子供未来化で

何をする」 

社会 

「わたしたちの

生活と環境」 

家庭科 

「いっしょにほ

っとタイム」 

「できることか

らはじめて、持

続可能な生活を

つくる」 

 

【６年】 

社会 

世界の未来と日

本の役割」 

理科 

「私たちの生活

と電気」「かけ

がえのない地球

環境」 

家庭科 

「持続可能な社

会のために」 

体育 

「病気の予防 

地域で行われて

いる保健活動」 

音楽 

「日本や世界の

音楽に親しも

う」「音楽で思

いを伝えよう」 
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７ 本時の指導 

(1) 本時の目標   

理想の里山にしていくために、必要な手立てや自分たちにできることを考え、整理しながらまとめる。 

(2) 本時の展開 （３４ / ６０時間） 

児童の活動 ◇評価規準 （ ）評価の方法  〇留意点 

１ 本時のめあてや、これまでの学習の流れを確認

する。 

 

 

 

２ 理想の里山にしていくために、必要な手立て  

 を考え、意見を出し合う。 

 

３ 理想の里山にしていくために、必要と考えた手

立てを、「地域で取り組むこと」「自分たちが取り

組むこと」の視点で整理する。  

          （ワークシートへの記入） 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループごとに発表し、互いに気付いたことや

考えたことを伝え合う。 

 

 

 

５ 次時への見通しをもつ。（振り返り） 

  

○ 前時までに考えた理想の里山像について

確かめる。 

 

 

 

○ ホワイトボード・ミーティング 

 

 

○ 分類分けする際に、手立ての実行が可能か

どうかは問わない。 

 

◇ 実生活や環境問題等を踏まえたまとめを

行い、相手に応じて分かりやすく表現するこ

とができる。【思・判・表】 
（活動の様子・ホワイトボード・ワークシート） 

◇ 地域との関わりの中で、地域にとって必要

なことと自分にできることを検討し、行動す

ることができる。【態度】 

（活動の様子・ホワイトボード・ワークシート） 

 

〇 他グループからの意見の視点を示す。 

 ・ その取組が効果的かどうか 

 ・ どのような準備が必要か 

 ・ 現実的に可能か       等 

 

○ 次時は、今回考えた手立てについて、より

深く検討することを伝える。 

 

(3) 授業観察の視点 

 ① ホワイトボードを使用することで、考えを可視化し、情報を共有することができていたか。 

 ② グループでの話し合いの際に、ファシリテーションスキルを活用することで、スムーズに話し合

いを進めることができていたか。 

 ③ 異学年の児童同士で、互いの経験や知識を活かして教え合い・学び合う姿が見られたか。 

  

理想の里山にしていくために、必要な手立てや自分たちにできることを考えよう。 



 

 

会議室(２階) 

音楽室Ⅱ(１

階） 

 

めじろ② 

                      

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１ 

 

 

５－１ 

 

２－２

２ 

 

音楽室 

 

準 

備 

室 視聴覚室 

 

WC

男 

WC

女 

水
飲
場 

WC

女 WC

男 

水
飲
場  

 

 

 

 

 配膳

室 教材

室 

 

 

 

 

 

 

 

 

水飲

場 
準 

備 

室 

特別支援教室 

職 

員 

室 

１－２ 

 

会議室 

（サロ

ン） 

 
コンピューター

教室 

家庭科室 

 

準 

備 

室 

理科室 

 

WC

男 

WC

女 

水
飲
場 

WC

女 WC

男 

水
飲
場  

 

 

 

 

 
配膳室 

事務室

室 

 

 

 

 

 

 

 

 

水飲

場 
準 

備 

室 

めじろ① 

準備室 

プレイ

ルーム 

放課後教室 

子供教室 

昇降口 

昇降

口 つばめ 

 

保健室 

算数教室 

 

３－１ 

 ３－２ 

 

６－２ 

 
特活室② 

 

 

１－１ 

 

 

 

５－２ 

 

６－１ 

 ６－３ 

 

生活科

室 

 

図書室 
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